
《1》

１
－
都
市
と
は
何
か

都
市
構
想
を
立
案
す
る
意
義

　
都
市
と
は
何
か
。
都
市
の
現
実

と
は
何
か
。
ま
ち
づ
く
り
に
ア
ー

バ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
参
与
し

た
3
0
年
間
、
常
に
考
え
て
き
た
問

い
で
あ
る
。
都
市
と
は
人
工
の
も

の
Ａ
ｒ
ｔ
の
大
成
で
あ
り
自
然

Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
と
対
峙
す
る
存
在

で
あ
る
。
都
市
の
成
立
は
軍
事
的

な
意
味
や
経
済
的
な
そ
し
て
宗
教

的
精
神
的
な
意
味
か
ら
も
説
明
が

で
き
る
が
、
存
続
に
は
絶
え
間
な

い
革
新
や
再
生
を
行
う
創
造
力
が

不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
創
造
力
の

源
泉
は
か
く
あ
り
た
い
と
い
う

「
夢
」
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ

る
。
言
っ
て
み
れ
ば
人
々
の
「
夢
」

が
凝
縮
さ
れ
て
都
市
を
生
み
出

し
、
ま
た
「
夢
」
を
喚
起
し
生
み

出
す
の
が
都
市
で
あ
る
。
そ
れ
を

都
市
の
文
化
と
い
っ
て
い
い
の
で

あ
ろ
う
。

　
数
千
年
も
続
い
て
き
た
都
市
の

文
化
は
、
無
数
の
夢
に
形
を
与
え

よ
う
と
す
る
挑
戦
の
歴
史
そ
の
も

の
で
あ
る
。
都
市
が
人
を
魅
惑
す

る
の
で
は
な
く
、
人
々
の
夢
が
都

市
に
人
を
惹
き
つ
け
て
き
た
の
で

あ
る
。
夢
が
創
造
さ
れ
て
い
く
場
、

そ
し
て
夢
が
実
態
と
な
る
過
程
が

都
市
で
あ
る
が
、
近
代
は
夢
が
欲

望
に
お
き
か
わ
り
暴
走
す
る
都
市

と
な
り
さ
ら
に
は
人
々
の
夢
を
制

御
す
る
都
市
へ
、
そ
し
て
今
日
は

夢
を
失
わ
せ
る
都
市
へ
と
変
容
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
人
々

が
夢
を
描
け
な
い
都
市
と
な
り
、

都
市
は
夢
を
断
片
化
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

①
都
市
と
人
間
性

　
夢
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
と

す
れ
ば
充
実
感
や
楽
し
さ
と
い
う

感
覚
も
生
ま
れ
な
い
。
技
術
の
進

歩
に
よ
る
経
済
の
成
長
や
物
質
生

活
の
充
足
で
は
な
く
、
安
定
や
安

心
と
い
う
停
止
的
な
夢
も
あ
る
は

ず
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に

対
し
て
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
が
、
フ
ァ

ス
ト
に
対
し
て
は
ス
ロ
ー
な
文
化

が
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
文
化
が

人
間
の
手
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

　
1
0
年
ほ
ど
前
に
ブ
ー
タ
ン
で
集

落
調
査
を
行
っ
た
際
に
、
経
済
成

長
と
は
異
な
る
国
家
目
標
を
掲

げ
資
本
主
義
は
一
つ
の
道
具
に

す
ぎ
な
い
と
い
う
考
え
方
に
出

会
っ
た
。
1
9
7
6
年
に
前
国
王

が
Ｇ
Ｎ
Ｐ
よ
り
Ｇ
Ｎ
Ｈ
(
G
r
o
s
s

N
a
t
i
o
n
a
l

H
a
p
p
i
n
e
s
s
／
国
民
総

幸
福
）
を
優
先
す
る
と
提
唱
し

知
ら
れ
た
小
国
で
あ
る
。
標
高

3
0
0
0
m
を
超
え
る
村
々
、
車

を
お
り
数
時
間
も
歩
く
村
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
に
続
く
山
並
み
と
棚
田
に
囲

ま
れ
た
美
し
い
村
（
写
真
１
）
。
道

路
や
電
気
な
ど
基
盤
は
ま
だ
遅
れ

て
い
る
が
、
教
育
は
無
料
で
英
語

で
と
い
う
徹
底
し
た
人
材
育
成
な

ど
国
づ
く
り
は
ゆ
っ
く
り
と
着
実

に
進
ん
で
い
た
。
時
間
を
か
け
る

発
展
。
人
間
を
尊
重
す
る
発
展
。

自
然
、
農
、
食
文
化
や
芸
能
そ
し

て
仏
教
の
教
え
が
支
え
る
開
放
的

な
共
同
体
が
し
っ
か
り
と
持
続
し

て
い
る
。
幸
福
の
エ
ン
ジ
ン
は
生

活
と
文
化
を
楽
し
む
村
人
と
子
供

た
ち
の
姿
で
あ
る
。
2
0
0
5
年

に
ブ
ー
タ
ン
で
初
の
国
勢
調
査
が

行
わ
れ
た
が
、
『
幸
せ
か
』
と
い
う

問
い
に
9
7
％
が
『
幸
せ
』
と
答
え

た
。
7
0
万
人
の
共
通
の
目
標
と
も

な
っ
て
い
る
。

　
現
代
の
都
市
は
複
雑
化
し
「
総

体
」
の
理
解
は
難
し
い
。
現
状
を

変
え
た
い
と
い
う
意
思
は
多
く
の

人
に
共
通
の
考
え
で
あ
る
が
、
ど

う
変
え
る
か
と
い
う
目
標
や
実
態

に
お
い
て
は
統
合
す
る
概
念
が
な

い
。
し
か
し
、
議
論
や
行
動
な
く

し
て
新
し
い
都
市
の
情
況
に
到
達

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
、

議
論
と
行
動
の
牽
引
役
と
な
る
の

は
「
都
市
構
想
」
で
あ
る
と
考
え

る
。

②
総
体
を
議
論
す
る
構
想

　
近
代
の
都
市
構
想
の
代
表
と
し

て
ル
ー
コ
ル
ビ
ユ
ジ
エ
　
（
注
１
）

の
そ
れ
を
あ
げ
る
。
「
３
０
０
万

人
の
現
代
都
市
（
1
9
2
2
）
」
、

「
パ
リ
の
ヴ
ォ
ア
ザ
ン
計
画

（
1
9
2
5
）
」
、
「
輝
く
都
市

（
1
9
3
0
）
」
な
ど
の
都
市
構
想

を
提
示
し
た
。
中
世
都
市
を
土
台

と
し
た
近
代
都
市
の
過
密
化
に

よ
る
衛
生
面
や
環
境
面
の
問
題

を
「
住
む
、
働
く
、
憩
う
、
移
動

す
る
」
と
い
う
視
点
か
ら
統
合
的

に
解
決
す
る
機
能
配
置
や
建
築
や

緑
地
の
形
式
を
与
え
た
。
都
市
に

は
中
心
が
生
ま
れ
オ
フ
ィ
ス
と
い

う
新
し
い
施
設
が
生
ま
れ
る
こ
と

を
予
見
し
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い
う

思
潮
を
牽
引
し
た
。
今
日
の
都
市

執
筆北

沢
　
猛

東
京
大
学
教
授

横
浜
市
参
与
・
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ｙ
横
浜
ア
ー
バ
ン

デ
ザ
イ
ン
研
究
機
構
代
表
委
員

写真１　ブータン王国シンカー集落の広場

（
注
１
）

L
e
C
o
r
b
u
s
i
e
r
（
1
8
8
7
年
～
1
9
6
5

年
）
、
近
代
都
市
の
理
念
は
1
9
3
3
年
の

Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｍ
（
近
代
建
築
国
際
会
議
）
で
議
論

さ
れ
た
「
ア
テ
ネ
憲
章
」
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

（
注
２
）

ル
ー
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
　
（
1
9
2
4
）
、
「
ユ

ル
バ
ニ
ズ
ム
」
（
樋
口
清
訳
、
1
9
6
7
年
、

鹿
島
出
版
会
）
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～
創
造
都
市
横
浜
構
想
は
未
来
社
会
の
起
点
～



の
混
乱
を
ま
ね
い
た
と
い
う
批
判

も
あ
る
が
、
ル
・
コ
ル
ビ
ユ
ジ
ェ

は
、
「
現
代
生
活
は
使
い
つ
く
し

た
力
の
回
復
を
必
要
と
す
る
。
都

市
を
変
革
す
る
た
め
に
は
都
市
計

画
（
ユ
ル
バ
ニ
ズ
ム
）
の
基
礎
原

理
を
探
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
1
9
2
2
年
サ
ロ
ン
ド
ー
ド
ン

ヌ
展
で
３
０
０
万
人
の
現
代
都
市

（
1
9
2
2
）
の
透
視
図
に
そ
え
た

声
明
に
書
い
て
い
た
。
都
市
構
想

が
単
な
る
空
想
主
義
や
未
来
主
義

で
は
な
く
「
私
は
時
代
を
信
ず
る
。

規
則
を
与
え
る
図
式
を
越
え
た
未

来
の
た
め
に
、
個
々
の
場
合
の
困

難
な
展
開
の
中
に
私
は
時
代
を
信

ず
る
。
」
（
注
２
、
図
１
）
と
し
て

い
る
。
構
想
す
る
行
為
は
「
問
題

を
た
て
、
整
理
し
、
構
成
し
、
持

続
さ
せ
、
そ
し
て
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
叙
情
を
思
う
こ
と
」
で
あ

る
と
し
て
「
叙
情
」
だ
け
が
心
を

高
揚
さ
せ
行
動
に
駆
り
立
て
る
と

し
て
い
る
。

２
－
都
市
構
想
の
系
譜
と
横
浜

　
横
浜
は
時
代
の
要
請
を
受
け

て
、
都
市
構
想
を
練
り
実
践
し
て

き
た
都
市
で
あ
る
。
近
代
都
市
と

し
て
新
し
く
創
ら
れ
た
横
浜
は
、

都
市
化
と
膨
張
、
そ
れ
に
伴
う
問

題
や
災
害
な
ど
を
経
験
し
、
成

熟
都
市
へ
の
過
程
を
歩
ん
で
き

た
。
1
8
5
9
年
の
開
港
以
来
。

１
５
０
年
間
の
都
市
形
成
史
を
俯

瞰
す
る
時
、
横
浜
の
都
市
構
想
と

実
態
は
、
ま
さ
に
日
本
の
近
代
史

を
表
し
て
お
り
先
導
す
る
存
在
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
開
港
後

の
5
0
年
毎
は
時
代
の
節
目
と
転
換

期
に
あ
た
り
、
社
会
の
行
方
や
未

来
を
め
ぐ
る
議
論
と
都
市
の
構
想

が
描
か
れ
た
時
で
も
あ
っ
た
。

　
開
港
5
0
周
年
1
9
0
9
（
明
治

4
2
）
年
は
、
都
市
化
の
始
動
や
都

心
の
稠
密
化
、
衛
生
問
題
な
ど
環

境
悪
化
、
居
留
地
解
体
と
横
浜
経

済
の
停
滞
、
自
治
体
経
営
問
題
、

資
本
家
と
市
民
の
台
頭
、
民
権
運

動
、
政
治
的
混
乱
と
い
っ
た
キ
ー

ワ
ー
ド
が
あ
っ
た
。
1
9
0
3
年

に
就
任
し
た
市
原
盛
宏
市
長
（
注

３
）
は
、
『
横
浜
市
今
後
の
施
設
に

つ
い
て
』
と
い
う
演
説
に
お
い
て

構
想
の
骨
格
を
示
し
て
い
る
が
、

1
9
1
0
年
に
は
横
浜
市
設
備
調

査
委
員
会
が
『
横
浜
市
市
区
改
正

に
か
か
わ
る
調
査
資
料
』
と
し
て

構
想
計
画
を
描
い
た
。
港
湾
整
備

や
工
業
地
区
指
定
と
工
場
招
致
条

例
な
ど
の
産
業
都
市
を
構
想
し
、

一
方
で
衛
生
地
区
指
定
に
見
ら
れ

る
環
境
改
善
と
い
う
視
点
を
示
し

た
。
都
市
の
「
散
開
（
衛
生
都
市

や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
）
」
の
構
想

も
あ
り
、
三
宅
磐
（
横
浜
市
顧
問
）

が
支
援
し
た
。

　
開
港
１
０
０
周
年
1
9
5
9

（
昭
和
3
4
）
年
は
、
高
度
経
済
成

長
と
急
激
な
都
市
膨
張
や
人
口

増
、
交
通
問
題
や
公
害
問
題
、
３

割
自
治
、
政
治
的
混
乱
な
ど
で
語

ら
れ
よ
う
。
飛
島
田
一
雄
市
長

（
1
9
6
3
年
就
任
）
は
『
横
浜

市
市
政
方
針
』
に
お
い
て
市
民
参

加
と
自
治
体
改
革
を
提
唱
し
、
総

合
的
な
都
市
づ
く
り
と
市
民
が
理

解
で
き
る
都
市
設
計
、
身
近
な
環

境
を
改
善
す
る
街
づ
く
り
を
考
え

た
。
1
9
6
5
年
に
は
新
し
い
都

市
構
想
を
描
き
『
横
浜
の
都
市
づ

く
り
』
と
し
て
出
版
し
て
い
る
が
、

都
市
問
題
調
査
会
（
高
山
栄
華
他
）

な
ど
の
支
援
と
浅
田
孝
と
田
村
明

ら
の
環
境
開
発
セ
ン
タ
ー
が
立
案

に
あ
た
っ
た
。
都
心
部
強
化
事
業

（
現
在
の
み
な
と
み
ら
い
2
1
な
ど

の
中
心
部
の
再
編
）
を
含
む
六
大

事
業
と
公
害
防
止
協
定
や
土
地
利

用
計
画
と
規
制
、
宅
地
開
発
要
綱

な
ど
の
都
市
成
長
を
管
理
す
る
構

想
で
、
分
化
し
た
都
市
計
画
を
総

合
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
理
念

と
し
て
は
「
大
都
市
の
生
と
死
」

（
1
9
6
1
年
Ｊ
．
ジ
ェ
イ
コ
ブ

ス
）
な
ど
の
人
間
を
中
心
に
捉
え

る
都
市
構
想
へ
の
転
換
が
あ
り
、

複
雑
化
し
巨
大
化
す
る
都
市
に
つ

い
て
は
「
東
京
計
画
1
9
6
0
」

（
丹
下
健
三
　
図
２
）
な
ど
、
も
の

や
人
の
移
動
や
情
報
と
い
う
視
点

が
加
わ
り
表
現
や
計
画
の
形
式
も

大
き
く
変
化
し
た
。

①
近
代
都
市
の
課
題
と
転
換
Ｉ

　
空
間
か
ら
統
合
的
に
捉
え
る

　
都
市
と
経
済
な
ど
諸
活
動
を
統

合
す
る
構
想
が
近
代
都
市
に
は
必

要
で
あ
っ
た
が
、
人
間
を
囲
む
環

境
や
空
間
か
ら
総
合
的
に
都
市

を
捉
え
る
こ
と
は
、
先
進
地
で

あ
っ
た
欧
米
に
お
い
て
も
１
０
０

年
程
の
歴
史
で
あ
る
。
集
中
と

混
乱
の
中
か
ら
、
工
業
都
市
構

想
（
1
9
0
4
T
o
n
y
G
a
r
n
i
e
r
）

や
田

園
都
市
構
想
(
1
9
8
9
E
.
H
o
w
a
r
d
)

が
生
ま
れ
、
レ
ッ
チ
ワ
ー
ス
な
ど

の
郊
外
像
が
そ
し
て
ス
カ
イ
ス
ク

レ
イ
パ
ー
の
都
心
像
が
形
成
さ
れ

た
。
工
業
化
の
時
代
は
構
想
が
盛

ん
に
創
ら
れ
、
政
治
や
経
済
そ
し

て
政
策
を
動
か
し
て
き
た
。
そ
れ

は
産
業
と
空
間
も
ま
だ
人
の
手
の

中
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。

　
横
浜
市
長
市
原
盛
宏
は
、
『
横

浜
市
今
後
の
施
設
に
つ
い
て
』
に

お
い
て
、
都
市
問
題
を
引
き
起
こ

し
た
要
因
を
国
の
政
策
に
ま
か
せ

た
受
動
的
な
市
政
運
営
に
あ
る
と

し
て
、
「
自
動
的
即
ち
働
き
か
け

の
発
展
」
を
目
指
す
べ
き
と
し

て
、
貿
易
都
市
か
ら
産
業
港
湾
特

に
工
業
都
市
へ
の
脱
皮
を
提
示
す

る
が
、
一
方
で
市
民
生
活
の
向
上

の
た
め
に
衛
生
施
設
、
教
育
事
業
、

慈
善
事
業
さ
ら
に
は
図
書
館
や
美

術
館
、
公
園
の
設
置
と
そ
の
事
業

経
営
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。

　
1
9
0
9
年
、
横
浜
市
の
人
口

は
4
0
万
人
を
超
え
た
が
、
重
税
や

失
業
、
公
害
に
悩
ま
さ
れ
、
改
革

を
求
め
る
市
民
運
動
も
起
こ
っ

た
。
（
注
４
）
都
市
構
想
に
影
響

力
を
も
っ
た
の
が
三
宅
磐
。
大
阪

朝
日
新
聞
に
お
い
て
都
市
問
題
と

都
市
経
営
を
論
じ
、
1
9
1
0
年

に
自
ら
の
都
市
構
想
を
ま
と
め
た

「
都
市
の
研
究
」
を
出
版
し
て
い

る
。
1
9
0
8
年
に
は
横
浜
市
顧

問
に
招
聘
さ
れ
、
欧
米
の
動
向
、

（
注
３
）

市
原
盛
宏
。
第
四
代
横
浜
市
長
。
熊
本
出
身
。

京
都
同
志
社
か
ら
エ
ー
ル
大
学
へ
進
学
し
、

帰
国
後
同
志
社
で
教
鞭
を
と
り
、
そ
の
後

渋
沢
栄
一
の
知
遇
を
受
け
、
日
本
銀
行
や

第
一
銀
行
に
勤
務
。
横
浜
市
長
の
要
請
を

受
け
た
時
は
第
一
銀
行
横
浜
支
店
長
。

（
注
４
）

横
浜
市
会
1
9
8
8
「
横
浜
市
会
の
百
年
」

横
浜
市
会
百
年
史
刊
行
委
員
会
P
3
4
－
3
5

03■特集・創造都市横浜

図１　コルビュジエ「３００万人都市」（透視図）
図2 鯨B 1960､丹下健三と東京大学丹下研究室(出典/｢東

京計画1960～その構造改革の提案｣､1961､建築文化､彰国出版社)



例
え
ば
田
園
都
市
構
想
な
ど
都
市

構
想
を
踏
ま
え
て
、
「
都
市
の
整

善
」
に
よ
り
「
安
静
や
健
全
、
健

康
」
に
対
応
す
べ
き
と
し
た
。
そ

の
実
現
に
は
「
都
市
施
設
の
計
画

と
経
営
」
、
「
人
口
の
散
開
」
（
田
園

都
市
）
、
「
財
政
再
生
」
を
提
案
し
、

さ
ら
に
市
民
の
責
務
と
参
画
、
普

通
選
挙
に
よ
る
「
市
民
の
全
体
を

し
て
市
政
に
尽
力
せ
し
む
る
」
と

し
た
。
三
宅
ら
の
都
市
構
想
が
2
0

世
紀
初
頭
の
「
都
市
拡
張
」
の
課

題
を
整
理
し
施
策
を
も
提
示
し
て

い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
（
写
真

２
）

　
こ
の
時
代
は
都
市
を
形
成
し
て

い
く
主
体
も
為
政
者
と
生
活
者
と

い
う
単
純
な
主
体
構
成
で
は
な

く
、
資
本
家
層
や
官
僚
層
、
中
産

階
級
層
な
ど
の
新
し
い
主
体
を
生

み
だ
し
て
い
た
。
市
原
市
長
に
始

ま
る
横
浜
独
自
の
方
針
は
横
浜
財

界
や
政
治
的
な
支
持
を
得
て
、
新

港
埠
頭
な
ど
の
港
湾
整
備
や
京
浜

工
場
地
帯
の
造
成
を
進
め
、
都
心

の
骨
格
を
完
成
さ
せ
た
。

②
現
代
都
市
の
課
題
と
転
換
－

　
人
間
と
空
間
か
ら
統
合
す
る

　
高
度
成
長
時
代
に
か
け
て
都
市

は
急
激
に
膨
張
し
制
御
で
き
な
い

も
の
と
な
り
、
都
市
構
想
も
単
な

る
政
治
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
り

力
を
失
っ
た
。
都
市
規
模
の
問
題

だ
け
で
は
な
く
、
社
会
の
複
雑
化

と
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
か
都
市

の
把
握
を
困
難
と
し
た
。

　
そ
こ
に
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
は

新
た
な
都
市
づ
く
り
の
方
法
と
し

て
登
場
し
、
1
9
6
0
年
代
の
ア

メ
リ
カ
で
理
論
構
築
が
な
さ
れ
7
0

年
代
に
は
早
く
も
実
際
の
都
市
に

適
用
さ
れ
た
。
構
想
や
計
画
が
、

建
築
と
土
木
、
都
市
計
画
と
分
化

し
、
個
別
の
制
度
と
シ
ス
テ
ム
が

空
間
を
支
配
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
空
間
の
再
統
合
を
図
る
こ
と

が
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
に
与
え
ら

れ
た
役
割
で
あ
っ
た
。

　
近
代
都
市
計
画
批
判
と
し
て

は
、
例
え
ば
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
『
都
市
は
ツ

リ
ー
で
は
な
い
』
よ
り
、
従
来
の

単
純
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
で
は
都
市

構
造
を
捉
え
ら
れ
な
い
と
し
て
、

複
雑
な
要
素
の
相
互
関
係
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
Ｊ
．
ジ
ェ

イ
コ
ブ
ス
が
提
示
し
た
都
市
の
多

様
性
と
複
雑
さ
と
い
う
本
質
、
特

質
と
合
致
す
る
発
想
で
あ
り
、
今

日
の
社
会
空
間
や
都
市
構
造
を
分

析
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
論
の
観

点
が
提
示
さ
れ
て
い
た
。

　
都
市
構
造
を
ど
う
読
む
か
、
そ

こ
に
新
し
い
都
市
構
想
が
生
ま
れ

る
わ
け
で
あ
り
、
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム

（
注
５
）
　
の
理
念
が
影
響
を
も
っ

た
。
横
浜
の
都
市
構
想
や
都
市
づ

く
り
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
を
主
導
し

た
の
は
、
そ
の
理
論
構
成
の
中
心

に
あ
っ
た
浅
田
孝
ら
で
あ
っ
た
。

1
9
6
4
年
に
は
浅
田
ら
に
よ
り

都
市
構
想
が
調
査
さ
れ
「
六
大
事

業
」
（
後
述
）
な
ど
そ
の
後
今
日
に

至
る
都
市
づ
く
り
の
基
本
路
線
が

創
ら
れ
た
。
（
注
６
、
図
３
）

　
田
村
明
は
、
構
想
に
お
け
る
未

来
予
測
は
不
確
定
な
も
の
で
あ

り
「
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
予
測

す
る
の
が
当
然
で
、
全
く
固
定
し

た
プ
ラ
ン
通
り
実
行
さ
せ
る
こ
と

の
方
が
お
か
し
い
」
（
注
７
）
と
、

ま
ず
指
摘
す
る
。
構
想
計
画
を
否

定
す
る
の
で
は
な
く
、
国
や
自
治

体
の
制
度
的
な
欠
陥
、
計
画
が
計

画
と
し
て
完
結
す
る
よ
う
な
実
行

手
段
の
問
題
の
上
に
た
っ
て
、
実

践
的
な
計
画
そ
し
て
市
民
へ
の
浸

透
、
理
論
的
な
根
拠
さ
ら
に
は
都

市
計
画
を
人
間
の
技
術
と
し
て
高

い
地
点
に
昇
華
さ
せ
る
視
野
を
必

要
と
し
た
。

　
同
時
代
の
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｅ
．

ベ
ー
コ
ン
　
（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

都
市
計
画
局
長
）
、
あ
る
い
は
Ｄ
．

ク
レ
ー
ン
（
ボ
ス
ト
ン
再
開
発
局

長
）
ら
が
、
都
市
の
成
長
や
再
生

の
自
己
能
力
を
把
握
し
た
上
で
効

果
的
な
介
入
が
必
要
で
あ
る
と
主

張
し
、
「
全
体
を
捉
え
、
そ
の
す

べ
て
の
部
分
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
様
式
を
顕
在
化
し
て
い

く
過
程
」
が
都
市
デ
ザ
イ
ン
で
あ

り
、
そ
の
目
的
は
次
元
の
高
い
「
公

共
的
な
価
値
の
実
現
」
で
あ
る
と

し
た
。
ル
イ
ス
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
は

「
ば
ら
ば
ら
に
切
り
離
さ
れ
た
、
標

準
化
し
た
型
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、

都
市
の
も
っ
て
い
る
価
値
や
生

活
、
文
化
を
破
壊
す
る
。
人
々
の

こ
こ
ろ
に
計
画
図
が
あ
る
。
」
と
指

摘
し
た
。

③
横
浜
「
都
市
づ
く
り
構
想
」

　
１
９
６
５
の
評
価

　
1
9
6
5
年
に
横
浜
市
は
浅
田

や
田
村
ら
の
検
討
を
受
け
飛
鳥
田

一
雄
市
長
の
も
と
「
横
浜
の
都
市

づ
く
り
構
想
」
（
注
８
）
を
発
表
す

る
。
横
浜
市
の
都
市
形
成
を
踏
ま

え
、
「
伝
統
的
、
歴
史
的
な
遺
産
と

し
て
の
港
都
」
、
「
内
部
的
な
所
得

源
と
し
て
の
工
業
都
市
」
、
「
外
部

的
な
東
京
か
ら
の
人
口
圧
力
に
よ

る
住
宅
都
市
」
と
い
う
三
つ
の
特

性
に
加
え
、
新
た
な
目
標
と
し
て

「
港
を
中
心
に
貿
易
お
よ
び
そ
の

関
連
の
業
務
地
区
、
東
京
と
異
な

る
特
色
あ
る
国
際
色
ゆ
た
か
な
消

費
セ
ン
タ
ー
、
国
際
的
交
流
を
行

う
文
化
セ
ン
タ
ー
、
事
務
工
場
群

等
、
第
三
次
産
業
を
中
心
と
し
た

国
際
文
化
管
理
都
市
」
と
い
う
第

四
の
目
標
を
定
め
て
い
る
。

　
横
浜
市
会
全
員
協
議
会
の
記
録

を
み
る
と
、
飛
鳥
田
市
長
自
ら
が

説
明
に
た
ち
都
市
構
想
と
中
核
と

な
る
六
大
事
業
（
図
４
）
を
か
な

り
の
時
間
を
割
き
丁
寧
に
説
明
し

て
い
た
。
「
人
間
の
た
め
の
都
市
と

し
て
つ
く
り
変
え
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
こ
と
は
、
も
は
や
言
を
待
た
な

い
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
切
り
出
し
、

従
来
の
３
つ
の
都
市
の
性
格
を

「
有
機
的
に
結
合
し
新
し
い
横
浜

の
性
格
を
つ
く
る
」
と
し
て
、
「
大

き
な
構
想
と
志
」
の
上
に
た
っ
て
、

「
な
し
え
る
も
の
を
取
り
上
げ
て

完
成
を
い
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
全

体
を
推
進
す
る
力
を
つ
く
る
」
と

い
う
意
味
で
、
６
つ
の
事
業
が
戦

略
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調

調査季報vol.163・2008.9■0４

（
注
８
）

「
横
浜
の
都
市
づ
く
り
」
１
９
６
５
年
1
0
月
横
浜

市
刊
行
。
Ａ
４
版
7
2
頁
で
図
版
写
真
も
豊
富
。

有
隣
堂
書
店
に
お
い
て
３
０
０
円
で
販
売
し
だ
。

（
注
７
）

田
村
明
1
9
7
1
年
「
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
必

要
性
と
そ
の
活
動
」
（
雑
誌
Ｓ
Ｄ
の
横
浜
特

集
「
自
治
的
地
域
空
間
の
構
造
化
」
鹿
島

出
版
会
P
2
0
～
3
2
）

（
注
６
）

『
横
浜
市
将
来
計
画
に
関
す
る
基
礎
調
査
報

告
書
』
横
浜
市
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
環

境
開
発
セ
ン
タ
ー
（
浅
田
孝
主
宰
）
が
作

成
し
た
報
告
書
で
六
大
事
業
な
ど
の
横
浜

の
都
市
づ
く
り
構
想
の
草
案
と
な
っ
た
も

の
、
1
9
6
4
年
１
２
月
、
Ｐ
2
3

（
注
５
）

メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
は
１
９
６
０
年
代
に
建
築
家
や

都
市
計
画
家
の
間
で
議
論
さ
れ
、
従
来
の
固
定

し
た
形
や
機
能
か
ら
成
長
に
あ
わ
せ
て
変
化
す

る
生
物
や
生
命
の
仕
組
み
が
将
来
の
都
市
や
文

化
に
必
要
と
さ
れ
た
。
1
9
6
0
年
に
「
世
界

デ
ザ
イ
ン
会
議
」
を
主
宰
し
た
浅
田
孝
を
は
じ

め
、
菊
竹
清
訓
、
黒
川
紀
章
、
大
高
正
人
、
栄

久
庵
憲
司
、
粟
津
潔
、
棋
文
彦
と
建
築
評
論
家

の
川
添
登
が
『
M
E
T
A
B
O
L
I
S
M
/
1
9
6
0
ﾄ
都
市

へ
の
提
案
』
を
発
表
、
世
界
の
主
導
権
を
握
っ
た
。

写真2「わが国唯一の市営瓦斯事業・横浜市瓦斯局(都市の研究

｣三宅磐著明

　　治41年､實業之日本社)三宅は市営経営に効果があると評

価



し
た
。
ま
た
「
こ
れ
は
私
た
ち
の

試
案
で
あ
り
構
想
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
構
想
は
確
定
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
、
今
後
十
分
に

皆
さ
ん
方
と
一
緒
に
討
議
し
、
市

民
と
と
も
に
語
り
合
っ
て
我
々
は

そ
の
実
現
を
期
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
ぬ
」
と
し
て
い
る
。
飛
鳥
田
市

長
は
、
財
源
問
題
に
関
す
る
質
問

に
、
市
民
税
に
は
手
を
つ
け
ず
に
、

ま
た
銀
行
や
民
間
資
本
に
ゆ
だ
ね

る
な
ど
と
資
金
、
つ
ま
り
都
市
経

営
の
重
要
性
を
答
弁
し
た
。

　
六
大
事
業
の
構
想
は
、
生
産
優

先
主
義
か
ら
生
活
中
心
主
義
へ
の

転
換
を
行
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
「
工
業
化
が
都
市

開
発
の
至
上
目
標
で
あ
る
時
代
は

す
ぎ
た
」
と
し
て
、
工
業
は
横
浜

経
済
に
大
き
な
比
重
が
あ
る
こ
と

は
肯
定
し
な
が
ら
も
、
成
長
の
調

整
や
環
境
問
題
に
取
り
組
む
べ
き

と
い
う
考
え
方
を
明
確
に
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
急
激
な
都
市
化

に
よ
っ
て
変
化
し
つ
つ
あ
る
横
浜

市
が
都
市
本
来
の
機
能
へ
の
回
復

と
都
市
生
活
に
お
け
る
人
間
性
の

優
位
を
め
ざ
す
こ
と
を
宣
言
し

た
。
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
で
は

な
く
、
独
立
し
た
国
際
文
化
管
理

都
市
と
し
て
自
律
的
に
成
長
し
て

ゆ
く
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　
都
市
経
営
と
い
う
自
治
体
の
改

革
や
組
織
の
活
性
化
と
い
う
視
点

も
含
ま
れ
、
横
断
的
組
織
と
し
て

の
企
画
調
整
局
の
設
置
な
ど
の
改

革
や
民
間
の
資
金
や
発
想
の
導
入

と
い
っ
た
様
々
な
主
体
の
関
係
づ

く
り
に
焦
点
を
当
て
た
こ
と
も
評

価
で
き
る
。

　
1
9
6
5
年
の
都
市
構
想
は
、

作
成
さ
れ
て
か
ら
4
0
年
が
経
ち
ほ

ぼ
そ
の
形
が
具
現
化
し
今
日
の
横

浜
を
支
え
て
い
る
。
そ
の
目
標
や

構
想
、
実
現
の
戦
略
が
有
効
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

３

創
造
都
市
構
想
か
ら
新
し
い

都
市
構
想
ヘ
ー
環
境
と
空
間

の
統
合

　
今
日
、
都
市
は
物
理
的
に
も
社

会
経
済
的
に
も
成
長
拡
大
か
ら
非

成
長
そ
し
て
縮
小
へ
と
向
か
い
、

資
源
や
環
境
と
い
う
生
態
系
維
持

の
制
約
か
ら
考
え
れ
ば
、
近
い
将

来
に
お
い
て
先
進
国
や
ア
ジ
ア
の

都
市
に
お
い
て
も
基
調
と
な
る
事

象
と
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
ま

た
私
た
ち
自
身
の
日
常
生
活
に

も
、
従
来
の
医
療
福
祉
を
は
じ
め

公
的
な
サ
ー
ビ
ス
や
拡
大
し
た
居

住
地
の
維
持
保
全
に
つ
い
て
も
新

た
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
経

済
的
な
成
長
や
拡
大
、
発
展
と
い

う
目
標
を
脱
す
る
新
た
な
価
値
を

求
め
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
新
し

い
生
活
の
形
と
社
会
の
シ
ス
テ
ム

を
創
造
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

　
成
長
と
い
う
価
値
は
近
代
以
降

に
生
ま
れ
た
も
の
で
、
人
類
の
進

歩
や
国
の
発
展
か
ら
都
市
の
開

発
、
生
活
の
経
済
ま
で
社
会
全
体

の
支
配
的
な
概
念
と
し
て
定
着
し

た
。
時
間
と
と
も
に
成
長
が
あ

り
、
発
展
と
と
も
に
時
間
が
流
れ

る
。
停
止
や
停
滞
を
許
さ
な
い
価

値
は
や
が
て
人
間
を
阻
害
し
社
会

を
阻
害
し
て
き
た
。
ま
た
、
こ
の

発
展
主
義
を
起
点
と
し
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
が
情
報
化
社
会
と
と
も
に

世
界
を
一
元
化
し
、
世
界
シ
ス
テ

ム
と
も
言
え
る
経
済
社
会
形
式
が

完
成
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
見
え
た

時
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際

に
は
一
元
的
な
発
展
主
義
が
、
環

境
の
破
壊
と
格
差
の
社
会
を
も
た

ら
し
、
人
間
の
存
在
が
見
失
わ
れ

精
神
的
な
貧
困
や
閉
塞
感
が
増
大

し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
情
況
に
対
し
て
国

際
機
関
や
大
国
や
多
国
籍
企
業
が

果
た
す
べ
き
役
割
も
大
き
い
が
、

こ
れ
を
脱
す
る
価
値
の
創
出
は
小

さ
な
国
や
都
市
や
地
域
に
あ
る
と

言
え
る
。
未
来
社
会
は
都
市
や
地

域
か
ら
変
革
が
起
こ
り
そ
の
構
想

が
描
か
れ
て
い
く
の
で
あ
り
、
横

浜
は
日
本
の
近
代
を
牽
引
し
て
き

た
都
市
で
変
革
の
地
と
し
て
の
経

験
も
あ
る
。

　
今
日
の
横
浜
を
考
え
る
こ
と
は

世
界
を
考
え
る
こ
と
と
な
る
。

○
創
造
都
市
構
想

　
創
造
都
市
構
想
と
は
1
9
9
0

年
代
後
半
か
ら
Ｅ
Ｕ
の
諸
都
市
に

お
い
て
行
わ
れ
て
き
た
都
市
づ
く

り
の
新
し
い
潮
流
を
象
徴
す
る
構

想
で
あ
る
。
地
域
が
達
成
す
る
目

的
と
し
て
の
独
自
の
「
文
化
」
、
都

市
の
文
化
が
再
び
評
価
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
都
市
は

文
化
を
核
と
し
て
、
人
が
集
ま
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
、
ま
た

観
光
や
メ
デ
イ
ア
、
映
画
や
演
劇
、

美
術
や
デ
ザ
イ
ン
、
娯
楽
な
ど
産

業
を
も
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
。

都
市
が
本
来
持
っ
て
い
た
力
を
再

評
価
す
る
構
想
で
あ
る
。

　
実
質
的
に
縮
減
の
時
代
に
入
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
欧
米

も
日
本
も
い
ま
だ
に
「
経
済
成
長

の
神
話
」
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
独
自
の
風
土
や
文
化
に
基

づ
く
価
値
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

価
値
を
再
評
価
し
、
新
た
な
目

標
の
設
定
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。
例
え
ば
横
浜
で
も
市
民
活
動

の
中
心
と
な
る
都
心
部
が
空
洞
化

し
、
2
0
0
2
年
に
は
関
内
地
区

図３　新業務地域

開発計画全体図(都

心部強化事業／現

在のみなとみらい

21などの元となる

計画)

図４　横浜市六大事業の位置図　出典／『横浜の都市づくり』1965年10月横浜市

0５■特集・創造都市横浜

出典：『横浜市将
来計画に関する
基礎調査報告書』
1964、横浜市、環
境開発センター



で
オ
フ
ィ
ス
の
空
室
率
は
1
4
％
を

越
え
衰
退
傾
向
が
見
ら
れ
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
乱
開
発
を
誘
発
す
る
な

ど
、
独
自
の
空
間
を
失
い
つ
つ

あ
っ
た
。
都
心
部
再
生
の
目
標

に
「
都
市
文
化
」
を
加
え
る
べ
く
、

2
0
0
2
年
い
1
1
1
1
月
に
市
長
の
諮
問

機
関
と
し
て
「
文
化
芸
術
と
観
光

振
興
に
よ
る
都
心
部
活
性
化
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
2
0
0
4
年
１

月
の
提
言
に
よ
り
「
創
造
都
市
横

浜
構
想
辻
が
策
定
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
（
注
９
）

　
こ
の
構
想
に
基
づ
き
横
浜
の
港

町
と
し
て
の
豊
か
な
歴
史
や
文
化

そ
し
て
魅
力
あ
る
空
間
を
活
か

し
「
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
や

B
a
n
k
A
R
T
1
9
2
9
な
ど
多
様
な
創

造
活
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。
さ
ら
に
市
民

が
自
ら
新
し
い
文
化
芸
術
に
ふ
れ

参
画
し
、
「
市
民
自
ら
が
創
造
的
な

可
能
性
を
引
き
出
し
、
生
活
の
質

を
豊
か
に
す
る
」
と
期
待
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
都
市
文
化
の
再
生
あ

る
い
は
創
造
は
、
市
民
生
活
の
目

標
と
な
り
都
市
づ
く
り
の
新
し
い

起
点
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な

ぜ
都
市
に
人
や
活
動
が
集
ま
る
の

か
、
な
ぜ
産
業
が
興
り
活
力
が
生

ま
れ
る
の
か
。
そ
の
答
え
は
文
化

で
あ
り
都
市
の
持
つ
創
造
性
に
他

な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

＠
創
造
都
市
に
至
る
経
過
と
議
論

　
横
浜
に
お
け
る
「
創
造
都
市
」

の
意
義
論
は
、
こ
れ
よ
り
前
、

1
9
8
6
年
に
『
創
造
実
験
都
市
』

を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
始
ま
り
、
翌
年
に
は
国
際

デ
ザ
イ
ン
展
の
企
画
、
そ
し
て
横

浜
市
長
の
『
デ
ザ
イ
ン
都
市
宣

言
』
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
我
々

の
環
境
は
成
熟
化
、
情
報
化
、
国

際
化
の
社
会
に
向
か
い
急
激
な
変

化
の
中
に
い
ま
す
。
生
活
に
あ
っ

て
は
物
質
的
な
豊
か
さ
を
求
め
た

時
代
か
ら
、
文
化
を
求
め
、
精
神

的
な
豊
か
さ
の
創
造
を
よ
り
重
視

す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
ま

す
。
・
・
・
創
造
実
験
都
市
と
し

て
生
活
文
化
の
総
合
的
デ
ザ
イ
ン

を
提
案
し
、
議
論
、
研
究
で
き
る

場
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ー

バ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
蓄
積
を
元
に
新

し
い
都
市
と
生
活
の
像
を
描
く
と

し
た
。
1
9
8
8
年
に
横
浜
ア
ー

バ
ン
デ
ザ
イ
ン
国
際
コ
ン
ペ
や

ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
1
9
9
0
年
に
は
バ
ル

セ
ロ
ナ
＆
ヨ
コ
ハ
マ
シ
テ
ィ
ー
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
国
際
都
市
創
造

会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
「
都
市
が
人

間
ら
し
い
環
境
を
も
て
る
か
、
ま

た
文
化
や
新
し
い
生
活
を
生
み
出

す
場
と
な
り
え
る
か
な
ど
、
都
市

の
全
体
像
を
描
く
役
割
を
も
と
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
意
識
の
高
ま
り
が
あ
る
。
」
と
し

て
、
都
市
変
容
の
状
況
が
レ
ポ
ー

ト
さ
れ
、
音
楽
や
演
劇
、
デ
ザ
イ

ン
や
人
類
学
経
済
学
、
行
政
や
企

業
と
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
、
立
場
の

意
見
の
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
何
か
、
都
市
に
お
い
て
尊
重
さ

れ
え
る
べ
き
か
、
ま
た
そ
の
主
体

は
だ
れ
か
、
都
市
計
画
の
必
要

性
、
市
民
の
参
加
が
持
つ
力
、
新

し
い
発
想
と
実
験
の
必
要
性
、
ア

ジ
ア
の
都
市
と
西
欧
的
な
都
市
計

画
論
、
制
度
や
市
場
経
済
と
都
市
、

文
化
の
育
成
の
場
と
し
て
の
都
市

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
問
題
が
提

起
さ
れ
た
。

＠
都
市
構
想
へ
の
挑
戦
－

　
１
９
９
２
年
横
浜
ア
ー
バ
ン
リ

　
ン
グ
展

　
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
も
う
一

つ
の
役
割
は
新
し
く
必
要
と
さ
れ

る
空
間
を
構
想
し
て
い
く
こ
と
に

あ
る
。
現
在
の
都
市
を
再
編
し
て

い
く
た
め
に
は
長
い
時
間
が
必
要

で
あ
り
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応
し
着
実
な
積
み
重
ね
も
求
め

ら
れ
る
。
現
在
の
都
市
空
間
は
、

例
え
ば
道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共

施
設
に
し
て
も
そ
の
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
が
で
き
て
か
ら
す
で
に
１
０
０

年
、
詳
細
な
基
準
が
整
理
さ
れ
て

か
ら
数
十
年
が
経
つ
が
、
逆
に
現

在
の
ニ
ー
ズ
に
は
合
わ
な
い
も
の

も
多
い
。
成
長
型
社
会
か
ら
低
成

長
あ
る
い
は
非
成
長
社
会
へ
と
転

換
し
て
い
る
現
在
に
お
い
て
は
、

都
市
空
間
特
に
公
共
的
空
間
に
求

め
ら
れ
る
も
の
も
す
で
に
大
き
く

変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
1
9
9
2
年
に
横
浜
で
開
催
さ

れ
た
第
１
回
ヨ
コ
ハ
マ
都
市
デ
ザ

イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
国
際
会
議
で
は

「
ア
ー
バ
ン
リ
ン
グ
」
と
い
う
提
案

展
を
行
っ
た
。
横
浜
内
港
を
取
り

写真3 顧ｱｰﾊﾞﾝﾘﾝｸﾞ構11992 (貼内港にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを頴)

巻
く
エ
リ
ア
に
新
し
い
空
間
を
提

案
す
る
と
い
う
も
の
で
、
伊
東
豊

雄
、
葉
祥
栄
、
高
松
伸
、
小
林
克
弘
、

シ
ー
・
ユ
ー
チ
ェ
ン
、
レ
ム
ー
コ
ー

ル
ハ
ス
、
シ
ェ
ア
ー
ア
ル
マ
ジ
ャ
ー

ニ
ー
、
ダ
ニ
エ
ル
ー
ビ
ュ
ラ
ン
ら

が
構
想
を
描
き
議
論
が
交
わ
さ
れ

た
。
例
え
ば
レ
ム
ー
コ
ー
ル
ハ
ス

は
、
中
央
市
場
を
取
り
込
ん
だ
提

案
を
し
て
い
る
が
、
一
般
市
民
の

活
動
時
間
と
は
全
く
異
な
る
時
間

を
使
う
市
場
の
空
間
を
、
時
間
的

に
シ
ェ
ア
す
る
方
法
を
提
示
し
て

い
る
。
同
じ
空
間
に
い
く
つ
も
の

活
動
が
重
層
し
て
い
く
と
い
う
時

間
軸
が
革
新
的
で
あ
っ
た
。
（
写
真

３
）
（
写
真
４
）

○
議
論
の
場
と
し
て
の

　
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
９
２
９

　
中
田
市
長
の
も
と
、
創
造
都
市

構
想
は
数
年
で
芸
術
家
や
建
築
家

な
ど
の
創
造
的
な
人
材
が
集
ま
り

創
造
活
動
も
活
性
化
す
る
こ
と
が

騏4 貼ｱｰﾊﾞﾝﾘﾝｸﾞ闘:ﾚﾑｺｰﾙﾊｽの中央市顧辺への骸

で
き
た
。
地
域
的
に
も
臨
海
部
の

港
湾
施
設
の
更
新
や
再
利
用
計
画

が
進
行
し
て
お
り
、
創
造
産
業
な

ど
産
業
と
の
連
関
に
は
課
題
が
あ

る
も
の
の
、
日
常
的
な
創
造
活
動

の
エ
リ
ア
（
創
造
界
隈
）
は
着
実

に
都
心
地
域
に
広
が
り
つ
つ
あ

る
。
こ
う
し
た
于
不
ル
ギ
ー
は
、

ま
た
様
々
な
活
動
グ
ル
ー
プ
を
生

み
着
実
に
新
し
い
社
会
基
盤
を
構

成
し
つ
つ
あ
り
、
ど
う
新
し
い
都

市
づ
く
り
に
結
び
つ
け
て
い
く
か

が
次
な
る
課
題
で
あ
る
。

　
横
浜
を
舞
台
に
都
市
の
将
来
と

都
市
で
の
生
活
を
議
論
す
る
こ
と

が
、
「
創
造
都
市
横
浜
構
想
」
の

最
大
の
狙
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
意

味
は
①
現
代
都
市
そ
し
て
横
浜
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
、
②
横
浜

で
の
創
造
活
動
を
活
性
化
し
芸
術

を
通
し
て
新
し
い
夢
や
夢
の
創
造

を
み
る
こ
と
、
③
広
い
意
味
で
の

芸
術
家
（
創
造
家
）
　
の
力
を
借
り

て
夢
の
形
を
生
み
出
す
こ
と
、
④
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人
々
の
心
身
を
通
し
た
共
感
を
生

む
こ
と
、
⑤
そ
れ
ら
の
成
熟
に

よ
っ
て
都
市
を
変
革
す
る
意
思
を

形
成
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
横
浜
の
創
造
都
市
構
想
は
、
創

造
力
と
文
化
再
生
の
起
点
で
あ
り

都
市
改
革
の
出
発
点
で
あ
り
、
都

市
を
市
民
の
手
に
戻
す
機
会
で
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
、
創

造
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
を

な
す
B
a
n
k
A
R
T
1
9
2
9
の
果
た
し

て
い
る
役
割
は
大
き
い
と
言
え

る
。
旧
第
一
銀
行
や
旧
富
士
銀
行

の
保
存
活
用
で
あ
っ
た
こ
と
に
も

将
来
に
む
け
た
持
続
的
な
都
市
と

し
て
の
意
義
が
あ
り
、
港
の
文
化

を
継
承
す
る
横
浜
の
空
間
、
横
浜

の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
象
徴
す

る
空
間
で
も
あ
っ
た
。
（
注
1
0
）

　
次
な
る
段
階
は
、
都
心
臨
海
部

に
創
造
的
な
力
、
芸
術
家
な
ど
の

創
造
的
人
材
、
文
化
活
動
、
創
造

や
知
を
ペ
ー
ス
と
し
た
新
し
い
産

業
な
ど
の
集
積
と
市
民
を
含
め
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ

の
意
味
で
も
集
積
の
姿
を
描
い

た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
ト
パ
ー
ク

N
a
t
i
o
n
a
l

A
r
tP
a
r
t
計
画
も
象

の
鼻
地
区
の
再
整
備
（
2
0
0
9

年
第
一
期
完
成
）
を
ス
タ
ー
ト
に

加
速
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
（
注
1
1
）

　
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
は
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
し
て
芸
術
（
家
）
の
支
援

や
育
成
、
発
表
の
場
と
し
て
も
新

し
い
ス
タ
イ
ル
で
新
し
い
シ
ー
ン

拓
い
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
以
上

に
、
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
Ａ
Ｒ
、
一
「
や
そ
の
周
辺
に

集
ま
っ
た
人
や
グ
ル
ー
プ
、
あ
る

い
は
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
が
媒
介
し
て
で

き
た
公
民
学
の
広
く
自
由
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
大
き
な
期
待
を
持
っ

て
い
る
。
創
造
都
市
構
想
の
第
二

期
に
お
い
て
、
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
が
新

た
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
こ
れ
ら
の

人
や
活
動
が
、
都
市
（
的
な
現
実
）

を
理
解
し
、
批
判
し
、
転
換
す
る

こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

　
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
自
主
事
業
に
は
、

「
都
市
」
「
町
並
み
」
「
歴
史
」
「
食
」

や
「
防
災
」
、
「
環
境
」
と
芸
術
を

ク
ロ
ス
さ
せ
る
新
し
い
思
考
を
試

み
て
い
る
。
B
a
n
k
A
R
、
一
「
に
は
都

市
構
想
の
基
礎
と
な
る
議
論
や
実

験
が
あ
り
、
新
し
い
『
公
共
空
間
』

と
し
て
展
開
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
新
し
い
都
市
へ
の
視
野
や
視

点
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
か
ら
様
々
に
活
動

が
広
が
り
、
横
浜
に
よ
り
多
く
の

自
由
な
活
動
の
場
が
確
保
さ
れ

て
、
自
由
に
都
市
を
議
論
し
構

想
す
る
場
が
増
え
て
欲
し
い
と

考
え
て
い
る
。
「
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ｙ
横
浜

ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
研
究
機
構
」

も
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
ス
ク
ー
ル
か
ら

都
市
を
再
考
す
る
こ
と
と
な
り
、

2
0
0
8
年
４
月
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
の
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し

て
活
動
が
始
ま
っ
た
。
（
注
1
2
）

　
都
市
の
中
心
は
文
化
で
あ
る

が
、
特
に
必
要
な
の
は
「
自
由
」

な
議
論
と
行
動
の
場
で
あ
る
。
横

浜
は
自
由
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
場

で
あ
り
、
次
世
代
が
求
め
る
豊
か

な
空
間
と
時
間
が
生
み
出
さ
れ

る
。
集
ま
る
人
々
が
夢
を
結
実
さ

せ
ま
た
夢
を
描
く
こ
と
が
で
き

る
。

　
来
年
は
開
港
１
５
０
年
で
あ
り

未
来
を
考
え
議
論
す
る
い
い
機
会

で
あ
る
。
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
の

蓄
積
や
横
浜
の
資
源
や
蓄
積
、
経

験
を
も
と
に
し
つ
つ
も
あ
る
べ
き

姿
や
理
想
像
を
描
き
だ
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
従
来
の
枠
組
み
や

諸
制
度
、
慣
行
に
と
ら
わ
れ
な
い

理
念
と
発
想
で
描
き
、
長
期
に
わ

た
り
こ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
で
、

将
来
の
市
民
が
楽
し
い
生
活
を
行

え
る
横
浜
遺
産
を
形
成
す
べ
き
で

あ
る
。
横
浜
の
都
市
と
し
て
の
出

発
地
で
あ
り
、
現
在
の
そ
の
中
心

と
な
っ
て
い
る
都
心
と
港
の
エ
リ

ア
を
考
え
る
こ
と
は
、
横
浜
全
体

の
都
市
構
想
を
考
え
る
も
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
郊
外
を
含
め
横
浜

が
も
つ
課
題
は
多
く
の
世
界
の
都

市
が
経
験
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま

た
ア
ジ
ア
の
成
長
す
る
都
市
に

と
っ
て
は
先
駆
的
な
モ
デ
ル
と
な

る
。
横
浜
を
考
え
る
こ
と
は
世
界

を
考
え
る
こ
と
と
な
る
。

　
次
世
代
の
都
市
像
、
横
浜
像
を

で
き
る
だ
け
具
体
的
に
描
き
だ

す
、
明
確
な
理
念
・
目
標
と
横
浜

指
標
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

る
も
の
で
あ
る
。

①
人
間
と
し
て
の
発
展
／
人
間

性
、
精
神
性
、
安
心
感
や
幸
福
感
、

人
材
や
知
財
を
涵
養
す
る
都
市

②
持
続
可
能
な
環
境
／
生
態
系
の

多
様
性
と
回
復
、
低
炭
素
都
市
、

自
然
を
再
生
す
る
都
市

③
公
正
で
多
元
的
な
経
済
／
知
価

と
創
造
の
産
業
、
新
経
済
を
形
づ

く
る
都
市
、
も
の
づ
く
り

④
日
本
文
化
の
継
承
と
展
開
／
伝

統
文
化
の
再
評
価
、
風
景
や
風
土
、

遺
産
の
継
承
、
文
化
を
育
む
都
市

⑤
多
様
で
力
あ
る
社
会
／
活
動
と

組
織
の
多
様
性
、
多
様
な
個
人
の

存
在
、
国
際
性
、
多
元
都
市

　
こ
の
よ
う
な
視
点
を
持
ち
、
長

期
に
保
存
再
生
あ
る
い
は
投
資
す

べ
き
新
し
い
社
会
基
盤
を
計
画
す

る
。
特
に
、
都
市
に
必
要
な
人
間

性
や
創
造
性
を
育
む
文
化
や
歴

史
、
自
然
な
ど
の
環
境
を
正
当
に

評
価
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
夢
が
描
け
る
都
市
、
夢

が
実
現
す
る
都
市
に
横
浜
が
向
か

う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
（
図

５
）

（
注
‥
‐
）

象
の
鼻
地
区
再
整
備
に
つ
い
て
は
「
㈹
①

開
港
１
５
０
周
年
に
向
け
た
都
心
臨
海
部

の
再
生
に
つ
い
て
」
参
照

（
注
1
2
）

Ｆ
莽
ｙ
Ｚ
Ｈ
の
活
動
に
つ
い
て
は
「
り
①

Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
９
２
９
は
ど
こ
へ
い
く
」
参
照

柿間2050 (2008年､胎内扮癖撒部にかけての

鴎m心に新しい肋づくりが議勧れているo)豺鼓

図５

0７■特集・創造都市横浜

（
注
1
0
）

都
市
デ
ザ
イ
ン
と
創
造
都
市
に
つ
い
て
は

「
㈹
創
造
的
都
市
空
間
を
つ
く
る
」
参
照

（
注
９
）

「
創
造
性
」
こ
そ
が
都
市
の
未
来
を
拓
く
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
を
最
も
鮮
や
か
に
表
現
す
る
分
野
で

あ
る
「
文
化
芸
術
」
を
経
済
の
活
性
化
や
魅
力
あ

る
都
市
づ
く
り
に
つ
な
げ
、
都
心
部
の
活
性
化
を

は
か
る
べ
き
、
と
し
て
、
将
来
像
「
文
化
芸
術

創
造
都
市
－
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
・
ヨ
コ

ハ
マ
」
の
目
標
を
①
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ー
ク
リ
エ
ー

タ
ー
が
住
み
た
く
な
る
創
造
環
境
の
実
現
②
創

造
的
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
⑤
魅
力
あ
る
地

域
資
源
の
活
用
④
市
民
に
よ
る
文
化
芸
術
と
社

会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
の
４
つ
と
し
た
。
戦

略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
①
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ー

コ
ア
ー
創
造
界
隈
形
成
②
映
像
文
化
都
市
③
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
ト
パ
ー
ク
、
が
あ
げ
ら
れ
、
３
章

で
紹
介
す
る
取
組
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
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